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樹上性小型哺乳類（モモンガ類・リス類）の天然林に
おける資源利用性と系統地理・生物地理学的研究

キーワード 森林性小型哺乳類・樹上性小型哺乳類・リス科齧歯類

所　　属／環境農学研究部門
専門分野／哺乳類学、系統地理学、生物地理学
Email／oshidata＠obihiro.ac.jp
研究室HP／ https://researchmap.jp/

read0204790/

教授　押田 龍夫

研究内容の特徴

技術アピール・マッチングニーズ

　森林は、ヒトの生活においても重要です。樹上性リス科動
物の生態および進化を調べることで哺乳類の森林適応を解明
することを目標としています。
　エゾモモンガを主な対象として、何を食べ、巣を造るため
には何が必要であるかについて北海道の天然林を舞台に資源
利用性に関する研究をしています。
　また、リス科動物の進化・系統地理学に関する研究を行っ
ており、多様な進化を遂げてきた東南アジア（主にベトナム・
ミャンマー）をフィールドに、森林の変化がリス達にどのよ
うな影響を与えたのかを調べています。
　これまでに、大河や山脈による地理的隔離がリス類の進化
的歴史に影響を与えたことや、ベトナムの島嶼では新種のリ
スを発見し発表してきました。

・ 北海道の天然林におけるエゾモモンガの資源利用性に関す
る研究
・北海道の天然林におけるエゾモモンガの繁殖生態学的研究
・ 北海道の天然林におけるヒメネズミの資源利用性に関する
研究
・インドシナ半島におけるリス科齧歯類の系統地理学的研究
・リス科齧歯類の毛色変異に関する基礎生態学的研究

巣箱で捕獲されたエゾモモンガの幼獣。
巣箱内部には巣材が敷き詰められている。
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研究内容の特徴

技術アピール・マッチングニーズ

これまでの研究テーマの例
・ 北海道での侵入生物の生態解明（カブトムシ、マルハナバ
チなど）
・イモゾウムシの共生細菌の機能や近親交配回避機構の解明
・カボチャ圃場におけるマルハナバチ類の花粉媒介行動の解明
・カブトムシの資源配分と角のかたちの解明

　我々の日々の生活において、花粉を媒介するハチやアブ、
家畜の糞尿を地中へと埋め込む糞虫など、食糧生産や物質循
環において昆虫の存在は欠かすことのできない存在です。こ
うした昆虫の生態を「行動」の側面から解き明かすことで、
持続的な生物多様性保全を目指します。

所　　属／環境農学研究部門
専門分野／昆虫生態学、行動生態学、害虫管理学
Email／nrkumano@obihiro.ac.jp
研究室HP／ https://sites.google.com/site/

kumanonorikuni/

教授　熊野 了州

昆虫の能力を利用した害虫防
除、食糧生産、環境保全
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キーワード

研究内容の特徴

技術アピール・マッチングニーズ

１） 河川改修、ダムや道路造成時の環境保全や野生動物の保
護に関するアドバイザー

２）農林業害獣などの有害動物対策に関する相談
３）野生動物の観光資源などとしての有効利用
４）野生動物の調査手法に関するアドバイス
５）野生動物を用いた環境教育の推進

　野生動物管理学とは人にとって有益であったり、希少な野
生動物を保護したり、逆に人にとって有害な農業害獣や人の
生命を脅かす動物を駆除・防除したり、資源としての有効利
用を考える、人と野生動物の共存を双方向から考え、実現を
目指す実学です。
　リカレント教育を中心とした「野生生物保全管理技術養成
事業」を展開しています。

所　　属／環境農学研究部門
専門分野／野生動物管理学、哺乳類学、鳥類学
Email／yanagawa@obihiro.ac.jp

人の生活・生産と野生動物の
多様性の両立を実現する

希少動物・有害動物・保護・管理・環境教育・技術者養成

教授　栁川　 久

ヒグマなどの大型動物と林業の共存 野生動物をなかだちとした
SDGsへの取り組み

身近な野生動物との共存のあり方の提案 観光など、未利用資源としての
野生動物の活用
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キーワード

研究内容の特徴

技術アピール・マッチングニーズ

1． 「生物多様性に配慮した土地利用戦略に関わる研究」
　 エネルギー施設を含めた新たな土地利用に対する環境影響
評価手法の開発や生物多様性に配慮した設置運営計画の検
討。減災機能等生態系（自然）が有する機能の評価や、そ
れらの機能を活かした土地利用戦略の開発。
2． 「人の生業を活かした新たな保全戦略の開発」
　 農畜産業を含む人の生業を活用した生物多様性の維持手法
の開発。

　人口減少に伴う土地の放棄や温暖化対策のためのエネルギ
ー開発など新たなフェーズを迎える日本においては、これま
でとは異なった土地利用戦略が求められます。戦略による自
然環境を人の生活から隔離するのではなく、人の生活する空
間の中で自然環境を如何に活用しながら生物を保全していく
かに着目しています。

人の生活の発展と生物多様性
の維持の両立

土地利用戦略・生物多様性保全・鳥獣害管理

准教授　赤坂 卓美

所　　属／グローバルアグロメディシン研究センター
専門分野／ 保全科学、応用生態学、空間・景観生態学
Email／t.akasaka@obihiro.ac.jp
研究室HP／ http://wildlife102.wixsite.

com/wmlhp
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キーワード

技術アピール・マッチングニーズ

1． 開発による野生生物への影響を明らかにし、対策を検討
するための研究を行ないます。

2． 調査技術の向上や新たな手法の開発に向けた研究を行な
います。

3． 農林畜産業における獣害を防止・軽減するため、野生動
物の行動や生態を明らかにします。

4． 都市域や農村域に生息する野生動物の生態を調べ、人へ
の影響・効果を明らかにします。

　開発と野生動物、畜産業と野生動物といった人の生活と野
生動物との間にある課題・軋轢を解決するための研究を行な
っています。

研究内容の特徴

所　　属／環境農学研究部門
専門分野／野生動物管理学、道路生態学
Email／asari@obihiro.ac.jp
研究室HP／ http://wildlife102.wixsite.

com/wmlhp

実学を重視した野生動物の生態
研究で人との軋轢解消を目指す

野生動物・開発・農林畜産業

准教授　浅利 裕伸

野生動物の生態を明らかにするとともに、
保全対策の効果検証を行ないます

開発した動物検知システムにより
自動車の速度低下が認められました

アライグマに発信機を装着し、
利用環境などを調査します

都市域に生息するエゾリスによる
人への影響を調べます
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草地生態系の保全と持続的な
利用に向けて

キーワード 草地生態学・リモートセンシング・スマート畜産

所　　属／環境農学研究部門
専門分野／草地生態学
Email／kamuken@obihiro.ac.jp
研究室HP／ http://univ.obihiro.ac.jp/
　　　　　̃grassland/index.html

准教授　川村 健介

研究内容の特徴

技術アピール・マッチングニーズ

リモートセンシングと各種センサを組み合わせることで
草ー家畜の空間分布の関係を解析

　陸域面積の約３割を占める草地生態系の保全と生産性の向
上は，近い将来の地球環境＆食料の問題解決に重要です。リ
モートセンシングやAI等の最新技術を活用し，生態系の時
空間的な変動と環境要因の影響を理解することで，草原の保
全と持続的な利用の両立を目指します。

1．ハイパースペクトル計測による牧草の飼料成分の推定
2．ドローンによる草量の推定とマッピング
3．ドローンによる植生タイプ判別，雑草検出
4．センシング機器による家畜の放牧行動モニタリング
5．草－家畜の相互作用の空間解析
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研究内容の特徴

キーワード

技術アピール・マッチングニーズ

1． 菌類（カビやきのこ）は森林や畑で様 な々働きをしています。
2． 有機物を分解して窒素やリンを植物が吸収出来るように
し、マツタケのようなきのこを作る菌は、樹木と共生し、
樹木の成長を養分吸収を促進して助けるかわりに、樹木
からもらった養分を使って美味しいきのこを作ります。

3． このような菌類と植物の関係や、共生系の仕組みを解明・
理解し、持続可能な農畜産業につなげたいと考えています。

目的：生態系の維持に関わる菌類の役割を解明する。
特徴： 森林や耕作地でのカビ・きのこについて、生態学的に

研究をしています。
　　　 特に、植物と共生して成長を良くしたり、病害を防い

だりする、菌根菌や内生菌について主な対象としてい
ます。

所　　属／環境農学研究部門
専門分野／微生物生態学、菌学、森林科学
Email／yhashi@obihiro.ac.jp准教授　橋本　 靖

カビやきのこの働きを理解して森林
や農地の適正な維持・管理を目指す

カビ・きのこ・森林・共生

森の針葉樹と相利共生しているきのこ
（ドクツルタケ）

アルファルファ根の共生菌
（アーバスキュラー菌根）

樹木の葉に無病徴で感染する内生菌 海岸クロマツ根に共生した
ヌメリイグチの作る外生菌根
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研究内容の特徴

キーワード

技術アピール・マッチングニーズ

食品・製品混入害虫の同定と侵入経路推定：
富山県衛生研究所勤務時に、食品や医薬品などの製品に混入
していた虫（例えば、蛾、ハエ、甲虫など）の同定検査業務
に従事し、企業向けに報告書を作成してきた実績があります。

　主として形態に基づいた節足動物（昆虫、ダニなど）の分
類学的研究

所　　属／環境農学研究部門
専門分野／昆虫学、分類学、衛生動物学
Email／tyamauchi@obihiro.ac.jp

混入害虫・同定・侵入経路推定

虫の名前を調べます

准教授　山内 健生

トゲハネバエの仲間 ツヤホソバエの仲間

マダラメイガの仲間 マダニの仲間
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キーワード

研究内容の特徴

技術アピール・マッチングニーズ

　自然植生や人為の影響を受けた植生、その場に生育する植
物について、解説・提案が可能です。
例えば
・ 植生は、どのような立地／環境のもとに成立しているか？
・ 保全・保護すべき植生や植物、自然復元等に利用可能な植
物にはどのようなものがあるか？
・植生や植物は、動物や昆虫からどのように利用されているか？

　北海道東部の湿原植生や植物の生態、十勝地方における二
次植生や外来種の分布状況などを調査しています。

所　　属／環境農学研究部門
専門分野／植生学、植物生態学
Email／satomasa@obihiro.ac.jp助教　佐藤 雅俊

植生と立地との対応を明らかにし、
植生が成立する要因を解明する

植生学・微地形・絶滅危惧種・外来種

湿原植生の推移を追跡調査しています。
植生調査の際には、調査区内の植物種名
を正確に判別するための知識と経験が
求められます。

12月の湧水地で植生調査を行っていま
す。湧水地では冬季でも植物が生育し、
特有の植物群落を形成する場合があり
ます。

外来種であるハリエンジュ（左）とオオハンゴンソウ
（右）は、「郷土の森」を目指す植樹地に侵入・繁茂
し在来種の生育を脅かす恐れがあるため、分布状
況や生育状況を把握しておく必要があります。

湿原にウシが侵入し攪乱した後に、植生
への影響を調査しています。写真中央下
部の黄緑色は、ウシの糞から発芽した牧
草種です。
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失われた森林をとり戻したい !

キーワード 都市域・森林再生・緑化・育成方法

所　　属／人間科学研究部門
専門分野／森林生態学、緑化工学
Email／n.miyazaki@obihiro.ac.jp特任助教　宮崎 直美

研究内容の特徴

技術アピール・マッチングニーズ

【目的】 人の手で再生される森林の生態を知り、森林の成長
を促す方法などを考える

【特徴】 一度自然が失われた都市域などで再生される森林の
生態と、生態にもとづき人がどのような方法で森林
を育てていけば良いかを研究しています。

1． 森林などの現地で植生（植物の種類、状態）などを調べ
ます（写真1）

2． 現地の植物の生育に関わる環境条件を調べます（写真2）
3． 森林の現状をもとに育成方法などを検討します（写真3）
4． 森づくりの担い手の育成や子供達への環境教育にもつな
げたいと考えています（写真4）

学生との現地調査のようす 光環境の調査のようす

市民との意見交換会のようす 小学生への授業のようす
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オーストリア近現代史

キーワード オーストリア・ハプスブルク帝国・鉄道建設・河川・海洋航行・フェルディナント皇帝北鉄道・ルドルフ皇
太子鉄道・南鉄道・ドーナウ汽船会社・オーストリア・ロイド社・トリエステ・イタリア・イレデンタ・授業語

所　　属／人間科学研究部門
専門分野／ 19世紀のヨーロッパ、近代の受容、オーストリ

ア、交通・通信網、多言語共存社会、教育制度
Email／yoko@obihiro.ac.jp

教授　佐々木 洋子

研究内容の特徴

　オーストリア近現代史、現在は19世紀ハプスブルク君主国
の辺境都市トリエステにおける学校制度及び高等学校の授業
語を研究しています。

技術アピール・マッチングニーズ

・歴史における食物、植物、動物、農業、健康

『ハプスブルク帝国の鉄道と汽船―19
世紀の鉄道建設と河川・海洋航行』刀
水書房、2013年

伊藤定良他編『近代ヨーロッパを読み
解く―帝国・国民国家・地域』ミネル
ヴァ書房、2008年

弘末雅士編『越境者の世界史―奴隷・
移住者・混血者』春風社、2013年

平田雅博他編『帝国・国民・言語―辺
境という視点から』三元社、2017年
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キーワード

研究内容の特徴

技術アピール・マッチングニーズ

　日本の乳・乳製品は西欧諸国から輸入されたものです。一方、
ユーラシア大陸の牧畜民は、実に多様な乳製品を加工し、興味
深い利用をしています。これらは未だ日本には紹介されていませ
ん。ユーラシア大陸の牧畜民の乳文化をもとに、日本人に合う
ようにアレンジすれば、必ずやヒットする乳製品が豊富にありま
す。日本の畜産振興にも大いにつながることです。これらを情
熱を持って商品開発する企業を探しています。

　ユーラシア大陸の牧畜民を主に対象として、彼らの生活の
あり方や畜産物（特に乳製品）の加工・利用法について現地
調査をしています。

所　　属／人間科学研究部門
専門分野／文化人類学
Email／masa@obihiro.ac.jp
研究室HP／ https://researchmap.jp/

read0069954/

ユーラシア大陸の未だ見ぬ乳文化の
知恵を日本の商品開発に役立てたい

乳文化・乳加工・乳利用・牧畜民

教授　平田 昌弘

クリームと蜂蜜、発酵平焼きパンの朝食。クリームと蜂蜜の組み合わせ
が素晴らしく、その上等な味と共に、力が身体に満ち満ちていく感覚を
覚えます。ユーラシア大陸には、このような新たな乳製品の利用と開
発のアイデアが満載です。
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キーワード

研究内容の特徴

技術アピール・マッチングニーズ

技術教育・ものづくり教育の教材開発と研究：
　普通教育としての技術教育は、「技術および労働の世界へ
の手ほどき」であり、学校教育の不可欠な構成要素として国
際的に位置付けられています。子どもの全面的な発達を見通
すならば、単に受験のための詰め込み教育だけではなく、子
どもがモノ・他者・自分を認識し、社会とつながっていく手
ほどきが必要となります。子どもが学ぶ意義と実感をつかめ
る教材の開発に取り組んでいます。関連して、子どもの発達
課題や、教育条件整備問題も研究しています。

　中学校技術科をメインに、小学校図画工作科、専門高校（工
業高校・農業高校など）の教育内容に関する戦前からの通史
的研究を行っています。
　「何もないところから創造は生まれない。」これまでの経緯
や文脈、積み重ねを到達点・成果として捉えることで、今日
的課題を見通し、新たな地平を築く視座としています。

所　　属／人間科学研究部門
専門分野／技術・職業教育学
Email／yhiradate@obihiro.ac.jp

技術教育・ものづくり教育の子ども
の発達にとっての価値を解明したい

教授　平舘 善明

学校教育の歴史・図画工作・技術・家庭科（技術分野）・専門
高校（農業高校、工業高校など）

戦前の小学校での工作教材
「押上ポンプ」
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将来への展望を持ち、人々の
健康と他者へ貢献する

キーワード 国際保健・栄養・教育・持続可能な農業システム

所　　属／人間科学研究部門
専門分野／健康科学、国際保健政策・計画
Email／marshall@obihiro.ac.jp
研究室HP／ https://www.obihiro.ac.jp/
 faculty-r/marshall-smith

教授　マーシャル・スミス

研究内容の特徴

技術アピール・マッチングニーズ

ミャンマー中部農村開発・
先住民族経済プロジェクト

農村開発と先住民経済プロジェクト

ミャンマー社会福祉・幼児教育プロジェクト 社会福祉・幼児教育事業

　SDGsに調和した国際保健、健康教育や栄養、早期教育、
持続可能な小規模農業システムの実施や開発に関連する幅広
い領域を専門とする。

１．健康・農業教育による農村開発
２． ストリートチルドレンの多いミャンマー中部で、幼稚園

やトレーニングセンターなどを対象にした早期教育プロ
グラムの実施

３． 廃棄物からのエネルギー生成、オーガニック食品の生産
まで、年間を通じて持続可能な自給自足システムを実現
する小規模モデル農場を十勝に設置
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技術アピール・マッチングニーズ

1． 心理学関連分野での講演、研修などをお引き受けしてい
ます。

最近の講演テーマと講演場所
　「発達障害を理解する」（帯広工業高校、帯広三条高校）、「子
どもとのコミュニケーションと上手なほめ方・しかり方」（第
二ひまわり幼稚園）、「障がいのある人とない人との境界と
は？」（別海町理解促進研修啓発事業）、「社会心理学概論～
じょうずに説得するには？人に好かれるには？」（十勝経営
者大学）、「子育て支援の心理学～児童虐待を予防するコミュ
ニケーション」（子ども・子育て支援セミナー）、「メンタル
ヘルス～健康な心のために」（帯広保育士研修会）
2． アンケート調査、心理検査、態度測定など心理学的測定
を用いたデータ収集・分析についての助言、共同・受託
研究が可能です。

1． パーソナリティ（人格、性格）の形成と変化、パーソナ
リティの測定に関する理論的な考察

2． 心理学の研究法、方法論に関する理論的な考察
3． パーソナリティに関連する心理学や周辺諸学の歴史、日
本の心理学史

研究内容の特徴

所　　属／人間科学研究部門
専門分野／ 心理学（パーソナリティ心理学、教育

心理学、行動分析学、心理学史）
Email／ynabe@obihiro.ac.jp
研究室HP／ http://univ.obihiro.ac.jp/

̃psychology/

心理学の知識を地域へ

教授　渡邊 芳之

キーワード パーソナリティの一貫性・心的概念
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キーワード

研究内容の特徴

技術アピール・マッチングニーズ

　細孔（小さい孔）とその内部に存在する金属イオンを利用
したガス吸着、触媒反応、発光特性の効率化を目指した新規
材料の開発を行っている。
・天然物由来固体材料の表面状態解析
・ 高機能材料の開発（ガス分離・活性化材、ガス貯蔵物質、
イオン交換体）
・ 機能性材料の評価（多孔体中に存在する金属イオンの状態
解析・蛍光特性の解明）
を進めたい企業との共同研究を望みます。

　天然素材の新機能探索、金属イオン交換ゼオライトや金属酸
化物の気体吸着特性および発現機構の解明に取り組んでいる。

准教授　板谷 篤司

多孔体・イオン交換・金属イオン・吸着・活性化

世の中に出まわる材料を開発
し社会に貢献したい
所　　属／人間科学研究部門
専門分野／ 表面化学、無機工業化学・資源、環境、

エネルギー分野
Email／itadani＠obihiro.ac.jp
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キーワード

研究内容の特徴

技術アピール・マッチングニーズ

1．目的に応じた最適化に関する助言
2．データ解析に関する助言

研究キーワード間の関係性の概念図

　多要素の相互作用からなる数理モデルを通して、ミクロか
らマクロが創発するメカニズムの理解を進める。またそのよ
うな知見を現実世界から出力されるデータ解析に活用する。

准教授　太田 洋輝

数理モデル・異分野融合・データ解析

統計物理学を基盤とした生物
学への数理的アプローチ
所　　属／人間科学研究部門
専門分野／統計物理学、数理生物学
Email／hirokiohta@obihiro.ac.jp
研究室HP／https://hirokiohta.tumblr.com/
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科学技術の社会的受容に関す
る研究

キーワード リスク認知・リスクリテラシー・リスクコミュニケーション・
科学技術の社会的受容

所　　属／農学情報基盤センター
専門分野／リスク心理学
Email／okabe@obihiro.ac.jp准教授　岡部 康成

研究内容の特徴

　科学的に比較的に安全といわれても、なんだか“怖い”と
感じることはありませんか。そのような心理について研究し
ています。特に、近年の科学技術の発展は目覚ましく、新し
い技術がどんどん生み出されています。そのような新しい科
学技術を、利用者である我々がどのように感じているのかに
ついて調べています。

技術アピール・マッチングニーズ

・人のリスク認知や消費者心理に関する研究
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研究内容の特徴

キーワード

オーストロネシア祖語の「手」を表す語
*limaの反映形の台湾における意味分布

鳥居龍蔵による百数十年前のセデック
語（太字）と私の調査（斜体）の比較

技術アピール・マッチングニーズ

1． 主に台湾におけるオーストロネシア諸語を歴史言語学や
フィールド言語学、記述言語学などの手法で研究してい
ます。

2． アイヌ語や日本語北海道諸方言など北海道とその周辺の
言語や、それらの言語間の接触にも関心を寄せています。

　台湾オーストロネシア諸語は太平洋、インド洋に広がり、
言語数が千を超える語族であるオーストロネシア語族に属
します。台湾はこの語族の故地とみなされ、台湾オーストロ
ネシア諸語は語族の先史を明らかにする上で鍵になる言語で
す。これらの言語の研究を通して先史の再建を目指します。

少数言語・オーストロネシア語族・歴史言語学

オーストロネシア語族の先史を
再建する

准教授　落合いずみ

所　　属／人間科学研究部門
専門分野／言語学
Email／i.ochiai@obihiro.ac.jp
研究室HP／https://researchmap.jp/iii

134



研究内容の特徴

キーワード

クラス１クリーンルームでのフィルム洗浄 発光フィルムで作成した風船

技術アピール・マッチングニーズ

　我々の環境中には、どこにでも放射性元素があり、放射線
が飛び交っています。これらは実験の邪魔者になるため、遮
蔽したり、装置から取り除くための洗浄方法を開発してきま
した。また、放射線を測定するための開発を行なっています。
1．放射線測定
2．クラス１レベルのクリーンルーム環境の構築
3．物質表面の洗浄技術
4．発光材料（シンチレータ）の評価

・ニュートリノを用いて、素粒子、宇宙、地球の謎を解く
・ 世界で最も放射性元素を含まない素粒子実験装置、そして
極低放射能環境を実現した上で、２日に１事象、20日に１
事象、１年間に１事象あるか分からない、というニュート
リノの各事象を検出し、ニュートリノに関連した研究と開
発を進めています。

准教授　丸藤 祐仁

ニュートリノ・シンチレータ・放射線・環境測定・ナイロン
フィルム溶着

ニュートリノを鍵にして、素粒
子、宇宙、地球を調査する
所　　属／人間科学研究部門
専門分野／素粒子・原子核実験、地球科学、放射線計測
Email／gando@obihiro.ac.jp
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デジタル時代の博物館を探求
する

キーワード 博物館・リトアニア・デジタル化

所　　属／人間科学研究部門
専門分野／博物館情報学、リトアニア地域研究
Email／akimura@obihiro.ac.jp 准教授　木村　 文

研究内容の特徴

・ 博物館におけるICT（情報通信技術）の活用が主な研究の
関心です。
・ LIMISを中心としたリトアニアの博物館の変遷を現地調査
から明らかにすることを目指しています。
・ 文化へのアクセシビリティとデジタル文化財に関する文化
政策の関連についての分析を行なっています。

技術アピール・マッチングニーズ

・博物館におけるICTの活用に関する研究への助言
・リトアニア語による研究への助言
・リトアニア共和国の文化に関する講演、研修が可能

研究対象の一つであるリトアニア国立博
物館

調査対象地域であるリトアニア共和国の
首都ヴィリニュスの街並み
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物理学と学習のデータサイエ
ンス

キーワード 理論物理・ラーニングアナリティクス・DBER

所　　属／人間科学研究部門
専門分野／物理学（素粒子理論）
Email／jsaito@obihiro.ac.jp
研究室HP／https://researchmap.jp/
 jun_saito

准教授　斉藤 　準

研究内容の特徴

　数式の計算規則（代数学）で自然法則を表現する理論研究
や、数式だけでは計算しきれないデータのシミュレーション、
統計手法による分析研究などを行っています。
　現在は主に学習ログデータを対象とする定量化・可視化に
取り組んでいます。

技術アピール・マッチングニーズ

・定量、定性データのプログラミングによる分析
・物理現象の理論的分析
・学習、研修等の手法・教材開発

学習ログデータの可視化例：データの分析から学習効果の
予測等が可能に
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使える英語を習得し、世界の
人と繋がろう

キーワード 英語・コミュニケーション・アカデミックライティング・留学

所　　属／人間科学研究部門
専門分野／教育学（英語教授法）
Email／terauchi@obihiro.ac.jp准教授　寺内 麻紀

研究内容の特徴

　世界の人とコミュニケーションするには、英語は必要不可
欠です。どうすれば効率よく、使える英語を習得することが
できるか研究しています。また、アカデミックライティング
の指導に力を入れ、世界に羽ばたく人材を育成することに貢
献したいです。

技術アピール・マッチングニーズ

・英語を学習するコツ、英語への意識改革の講演、研修
・英語のカリキュラム作成
・ALTとのチームティーチング助言
・アカデミックライティングについて

留学していたカナダのキャピラノ大学

138



キーワード

技術アピール・マッチングニーズ

　一般社団法人ちくだいKIP（総会員数500名）を総合型コ
ミュニティと位置づけ、以下の事業を実施しています。
1． 「KIP taiso」子どもの体操教室：1歳から12歳までの子供を
対象に体操教室を行なっています。障害の有無に関わらず
誰でも参加できます。体操専門のスタッフが楽しさを追求し
ています。

2． 「KIP otona」大人のストレッチング・トレーニング教室：中
学生以上ならどなたでも参加できます。科学的根拠に基づ
いたコンテンツを展開しています。子どもの体操教室と場所
を共有して実施しています。

3． ヘルスケア関連事業：上士幌町や中札内村と連携し、子ど
もの体力向上や運動無関心層へのアプローチを主体に取り
組んでいます。また、NPO法人や医療機関等と連携して医
療的ケアが必要な児童を対象とした「運動会」を開催してい
ます。

　持続可能なヘルスケアコミュニティの創出と育成的運営に
ついて実践的に研究しています。

研究内容の特徴

所　　属／人間科学研究部門
専門分野／ 地域スポーツ学、バイオメカニクス、

コーチング学
Email／murata@obihiro.ac.jp
研究室HP／ https://chikudaikip.com

スポーツを通したコミュニティ
で地域を豊かにしたい

子ども・体操・ヘルスケア・コミュニティ

准教授　村田 浩一郎
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キーワード

技術アピール・マッチングニーズ

1．マルチアーカイヴ的研究による外交史的分析の研究の助言
2．多言語の史料を利用した研究への助言
3．日本とラテンアメリカの関係について講演、研修が可能

　冷戦期の日本とラテンアメリカの関係を外交を主にマルチ
アーカイヴァル的手法で分析しています。
　現在、日本の「食糧外交」をメインに行っています。
　今後は、砂糖、捕鯨の史料分析を通じて、日本の外交史研
究に貢献したいです。

研究内容の特徴

所　　属／人間科学研究部門
専門分野／政治学・国際政治学
Email／romero@obihiro.ac.jp
研究室HP／ http://www.obihiro.ac.jp/̃romero/

latinoamerica/latinoamericaindex.html

外交史料からわかる冷戦時代の日本・ラ
テンアメリカ関係：キューバと砂糖の事例

外交史・中南米・キューバ・砂糖・日本外交史・冷戦史

准教授　ロメロ・イサミ

外務省外交史料館に保管されている
史料の一例です。
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キーワード

研究内容の特徴

技術アピール・マッチングニーズ

　わが国の労働法萌芽期に主要な近代産業の一つであった製
糸・織物業の雇用契約を主に分析しています。また、中世以来、
絹織物業で栄えたフランスのリヨンに留学し、当地の絹織物
職人の雇用と法の発展を歴史文書から考察してきました。
　今後は、北海道の産業の発展と労働環境に法的な観点から
光をあてていきたいと思っています。
　変革期にある現代の労働法のあり方を考えるうえで、異な
る時代・異なる地域の事象を検証し、比較することは、有益
だと考えています。

　日本およびフランスの近代以降の労働法の形成の過程を、
立法や裁判記録、産業の雇用慣行などから歴史的に考察して
います。

所　　属／人間科学研究部門
専門分野／法史学（法制史）、労働法
Email／knohara@obihiro.ac.jp

外国の法や歴史から多様な働
き方の法制度を考える

法の歴史・フランス・労働・近代産業

講師　野原 香織

「絹の街」と呼ばれるリヨンの街並み
絹織物職人たちの工房だった建物がいまも残っている。
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ひとりでも多くの人が自然に健康
へ導かれる仕組みをつくること

キーワード 健康行動科学・健康増進・ヘルスケア・行動変容・動機づ
け・まちづくり

所　　属／人間科学研究部門
専門分野／健康科学/ライフサイエンス
Email／kawaguchi@obihiro.ac.jp
研究室HP／https://chikudaikip.com/

助教　川口 亜佑子

研究内容の特徴

　「身体を動かすこと」を基軸に研究を進めています。意識
的な個人の努力を極力抑えて、無意識のうちに健康に望まし
い行動を取れたり、健康につながる環境に身を置ける環境づ
くり（まちづくり）に繋がる仕組み構築を目指しています。

技術アピール・マッチングニーズ

運動教室：科学的根拠に基づいたストレッチングやトレーニ
ング教室を実施しています。企業向けの研修・運動プログラ
ムの開催など社員の健康づくりなどサポートいたします。

受託事業・共同研究関連：地方公共団体が抱えるヘルスケア
分野における社会課題解決のために、単なるプログラム提供
ではなく、データ取得から分析、報告までのパッケージ化受
託や調査研究など幅広くお引き受けします。

ちくだいKIPでの教室の様子① ちくだいKIPでの教室の様子②

地域課題を考えるワークショップ 企業向け研修の様子（例）
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